
写
真
読
解
試
論

「
記
録
と
記
憶
」
ウ
ォ

l
カ
l
・
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
一
枚
の
写
真
を
手
掛
か
り
に

日
高

は
じ
め
に

本
稿
は
、
写
真
家
ウ
ォ

l
カ
1
・
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
一
枚
の
写
真
、
「
ア

ニ
l
・
メ
イ
・
パ
ロ
ウ
ズ
」
と
い
う
あ
る
農
婦
の
肖
像
を
手
掛
か
り
に
、

写
真
に
お
け
る
〈
記
録
〉
と
〈
記
憶
〉
と
い
う
問
題
を
巡
る
考
察
で
あ

る
。
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
こ
の
一
枚
の
写
真
を
歴
史
的
な
二
つ
の
文
脈
か
ら

読
解
す
る
な
か
で
、
一
九
三

0
年
代
後
半
か
ら
四

0
年
代
前
半
に
か
け

て
ア
メ
リ
カ
の
写
真
に
お
い
て
先
鋭
化
し
た
〈
記
録
〉
と
い
う
問
題
か

ら
、
〈
記
録
〉
と
い
う
試
み
の
か
げ
で
写
真
家
が
強
め
て
い
っ
た
〈
記
憶
〉

の
手
触
り
へ
と
赴
き
、
写
真
の
複
数
的
読
解
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

本
稿
に
お
い
て
扱
う
ウ
ォ

l
カ
1
・
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
「
ア
ラ
パ
マ

綿
花
小
作
人
の
妻
、
一
九
三
六
年
」
と
い
う
作
品
(
写
真
集
『
ア
メ
リ

カ
ン
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ス
』
に
お
け
る
タ
イ
ト
ル
)
、
即
ち
「
ア
ニ

1
・

メ
イ
・
バ
ロ
ウ
ズ
」
と
い
う
名
前
の
農
婦
の
写
真
(
図
版
一
)
は
、
一

九
三

0
年
代
に
国
家
主
導
で
行
わ
れ
た
忍
〉
の
歴
史
部
局
に
よ
る
写
真

記
録
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
歴
史
的
背
景
抜
き
に
は
考
察
で
き
な
い
。
こ

(
江
口
)

優
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(図版ー)



の
写
真
は
、
弓
〉
に
上
級
広
報
専
門
官
と
し
て
在
職
中
の
エ
ヴ
ア
ン
ズ

が
、
日
り
印
〉
を
率
い
る
ロ
イ
・
ス
ト
ラ
イ
カ

l
の
許
可
を
得
、
『
フ
ォ

l
チ

デ
ィ

t
プ

・
ザ
ウ
ス

ュ
ン
』
誌
の
依
頼
に
応
じ
て
深
南
部
ア
ラ
パ
マ
の
小
作
農
家
を
撮
影
す

る
な
か
で
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
写
真
は
他
の
カ
ッ
ト
や

ト
リ
ミ
ン
グ
前
後
の
写
真
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
エ
ヴ
ァ
ン

ズ
の
選
択
を
知
る
こ
と
が
出
来
る

(図
版
二
)。

農

業

安

定

局

2
5
P
2江
戸
可

で

あ

り

、

沼
山
〉
と
は
、

〉門】ヨ
E-m門司釦向島。ロの

こ
ん
」

同
〉

(同

2
2己
3
0
2
〉
色
ヨ
宣
告
さ
。
ロ
再
定
住
局
)
を

発
展
解
消
し
て
設
立
さ
れ
た
政
府
機
関
で
あ
る
。

そ
の
歴
史
部
局
と
は
河
〉
時
代
の

一
九
三
五
年
に

設
立
さ
れ
た
部
署
で
あ
っ
た
。
歴
史
部
局
の
写
真

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
経
済
学
を

学
ん
だ
部
局
長
ロ
イ
・
ス
ト
ラ
イ
カ

i
の
発
案
に

よ
り
設
立
さ
れ
、
彼
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
皐
魅
や
土
壌
流
出
で
苦
し
む
大
恐
慌
下
の

ア
メ
リ
カ
の
農
業
事
情
と
再
建
事
業
の
成
果
を
記

録
し
、
農
業
救
済
に
税
金
を
投
入
す
る
た
め
世
論

を
動
か
す
と
い
う
使
命
を
担
っ
た

。
さ
ら
に

司
宅
〉
句

(一

九
三
三
年
設
立
。

芸
術
計
画
公
共
事

業
体
)
、
そ
れ
に
続
く
財
務
省
に
設
け
ら
れ
た
絵
画

彫
刻
課

(
一
九
三
四
年
設
立。

後、

美
術
課
と
改

称
)
を
中
心
に
、

主
に
美
術
家
の
経
済
的
救
済
と
作
品
の
供
給
を
目
指

し
た
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
様
、
お
〉
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
芸
術
家
た

ち
に
職
を
提
供
す
る
と
い
う
効
果
も
も
た
も
り
し
た

。
し
か
し
他
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
が
美
術
家
の
救
済
に
終
始
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、

ヨ
〉
の
最
大
の
目
標
は
、
一
九
三
0
年
代
と
い
う
時
代
の

〈記
録
〉
と
い

(図版ニ)

。。



う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
要
約
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

司

ω〉
歴
史
部
局
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
拠
っ
て
立
っ
た
〈
記
録
性
〉
と
い

う
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
エ
ヴ
ア
ン
ズ
に
と
っ
て
は
一
つ
の
聞
い
と
し
て
突

き
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
出
来
事
は
、
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
写
真
が
後
に
認
〉

の
思
惑
か
ら
逃
れ
た
地
点
で
美
術
館
入
り
す
る
と
い
う
事
態
を
見
る
に

及
ん
で
明
確
に
な
る
が
、
我
々
は
ま
ず
、
〈
記
録
性
〉
と
い
う
価
値
が
と

り
わ
け
ア
メ
リ
カ
写
真
に
お
い
て
重
要
か
つ
固
有
の
意
味
を
有
し
た
こ

と
を
、
歴
史
的
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
お
け
る
明
日
w
k
p
写
真
記

録
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
位
置
付
け

〈
記
録
〉
と
い
う
使
命

〈
記
録
性
〉
は
、
写
真
術
の
誕
生
と
同
時
に
宣
言
さ
れ
た
写
真
の
最
重

要
価
値
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
そ
れ
が
固
有
の
大

き
な
価
値
と
な
っ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
西
部
開
拓
と
い
う
領
土
を
拡
大
・

確
定
す
る
国
家
創
造
の
記
録
に
、
絵
画
等
の
他
の
手
段
以
上
に
写
真
が

(
2
)
 

果
た
し
た
役
割
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
歴
史
に
根
ざ
し
て
い
る
。
岡
村
ω〉

歴
史
部
局
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
写
真
に
よ
る
〈
記
録
〉
を
彊
い
、
目
下
、

国
会
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
二
七
万
枚
以
上
も
の
ネ
ガ

と
フ
ィ
ル
ム
を
残
す
と
い
う
未
曾
有
の
「
記
録
写
真
」
を
残
し
た
の
だ

が
、
よ
り
ア
メ
リ
カ
写
真
史
に
即
し
て
言
え
ば
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

序
章

O 

「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
写
真
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
最
大
規

(
3
)
 

模
の
試
み
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。

ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
歴
史
的
な
起
源
は
、
ル
イ
ス
・

(
4
)
 

ハ
イ
ン
に
見
出
さ
れ
る
。
ハ
イ
ン
の
最
大
の
功
績
は
、
絵
画
等
の
媒
体

と
は
異
な
る
写
真
の
固
有
性
を
自
覚
し
、
社
会
を
動
か
す
実
効
的
な
カ

を
有
し
た
媒
体
と
し
て
写
真
そ
の
も
の
の
〈
記
録
性
〉
を
活
用
し
、
実

際
に
「
児
童
労
働
法
」
な
ど
の
法
整
備
に
ま
で
世
論
と
国
家
を
導
い
て

〈

5
)

い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ハ
イ
ン
流
の
写
真
使
用
法
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
次
第
に
力
を

失
っ
て
い
く
。
二

0
年
代
に
は
暗
い
影
を
宿
す
彼
の
写
真
よ
り
、
ベ
レ

ニ
ス
・
ア
ポ
ッ
ト
流
の
未
来
国
家
と
し
て
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
ア
メ
リ

カ
像
を
前
面
に
出
す
写
真
が
流
行
を
見
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
大
恐

慌
と
い
う
困
難
に
至
り
、
再
び
写
真
の
力
を
社
会
改
良
・
改
善
に
注
ご

う
と
い
う
試
み
が
開
始
さ
れ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
興
隆
を
見
せ
た
時

に
は
、
既
に
ハ
イ
ン
の
手
法
は
時
代
遅
れ
の
も
の
と
み
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
大
恐
慌
下
最
大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
混
一
〉
写
真

記
録
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
諒
一
〉
歴
史
部
局
長
で
あ
っ
た
ロ
イ
・
ス

ト
ラ
イ
カ
l
は
、
ル
イ
ス
・
ハ
イ
ン
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
と

す
る
か
否
か
を
考
慮
し
写
真
家
自
身
も
そ
れ
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
が
、
結

局
、
ス
ト
ラ
イ
カ
l
は
ハ
イ
ン
を
古
い
手
法
の
写
真
家
と
し
て
退
け
て

(
6
)
 

し
ま
っ
た
。
ス
ト
ラ
イ
カ

l
は
、
高
い
写
真
技
術
と
評
価
を
誇
る
新
し

(
7
)
 

い
写
真
家
た
ち
に
よ
る
前
代
未
聞
の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う

ウ-
0
0
 



と
い
う
野
心
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

O
l
-
-
E一
〉
写
真
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
位
置
付
け

ヨ
〉
写
真
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
そ
れ
以
前
の
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
写

真
と
本
質
的
に
異
な
り
か
つ
重
要
で
あ
る
の
は
、
こ
の
記
録
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
一
個
人
の
写
真
家
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
国
家
主
導
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
従
っ
て
未
曾
有
の
規
模
で
展
開
さ
れ

た
こ
と
、
更
に
政
府
の
介
入
に
よ
り
そ
の
性
質
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
性
が

強
め
ら
れ
た
こ
と
に
拠
る
。

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
性
に
対
し
て
は
写
真
家
側
の
拒
否
反
応
が
あ
っ
た
。
ス

ト
ラ
イ
カ

l
は
詳
細
な
撮
影
指
示
書
を
写
真
家
に
委
ね
、
写
真
家
た
ち

が
自
ら
の
自
由
意
志
で
写
真
を
撮
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
こ
の
統
制
に
対

抗
す
る
写
真
家
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
降
り
る
こ
と
を
も
辞
さ
な
い

覚
悟
が
要
求
さ
れ
た
。
そ
し
て
実
際
、
ス
ト
ラ
イ
カ
l
と
幾
度
と
な
く

衝
突
し
た
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
混
〉
在
職
期
聞
は
一
九
三
五
年
か
ら
三
七
年

(
8
)
 

と
短
い
も
の
と
な
っ
た
。
認
〉
歴
史
部
局
が
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
い
う
使

命
を
隠
し
持
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
大
戦
に
際
し
て
一

九
四
二
年
、
戦
時
情
報
局
に
移
管
さ
れ
た
と
い
う
出
来
事
・
が
象
徴
的
で

あ
る
。

0
ー
ニ
.
「
ア
エ

i
・
メ
イ
・
パ
ロ
ウ
ズ
」
の
肖
像
の
撮
影
経
韓

「
ア
ニ

l
・
メ
イ
・
パ
ロ
ウ
ズ
」
の
肖
像
は
、
ま
だ
エ
ヴ
ア
ン
ズ
が
司
ω〉

在
職
中
で
あ
っ
た
一
九
三
六
年
の
夏
、
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
写
真
を
沼
〉
に

帰
属
さ
せ
る
と
い
う
条
件
付
で
ス
ト
ラ
イ
カ
l
の
許
可
を
得
、
『
フ
ォ

l

チ
ュ
ン
』
誌
の
依
頼
に
よ
り
撮
影
さ
れ
た
写
真
の
中
の
一
枚
で
あ
る
。
恐

慌
と
皐
越
、
誤
っ
た
土
地
開
発
の
為
に
窮
状
を
呈
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ

デ
ィ

I
プ
・
サ
ウ
ス

の
深
南
部
ア
ラ
パ
マ
の
綿
花
小
作
農
の
農
家
を
取
材
す
る
と
い
う
仕
事

だ
っ
た
。
詩
人
で
あ
り
後
に
劇
作
家
と
な
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
イ
ジ
ー

が
文
章
を
、
そ
し
て
写
真
を
エ
イ
ジ

l
の
指
名
に
よ
り
エ
ヴ
ア
ン
ズ
が

担
当
し
て
雑
誌
取
材
記
事
に
ま
と
め
る
仕
事
の
な
か
で
撮
ら
れ
た
一
枚

で
あ
っ
た
。
こ
の
仕
事
は
結
局
膨
大
な
も
の
と
な
り
記
事
と
し
て
日
の

目
を
見
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
「
ア
ニ

1
・
メ
イ
・
パ
ロ
ウ
ズ
」
の
写
真

は
、
写
真
展
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ス
」
と
同
名
の
写
真
集

(
三
八
年
)
の
一
枚
と
し
て
ま
ず
世
に
出
た
が
、
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で

こ
の
仕
事
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
エ
ヴ
ア
ン
ズ
と
エ
イ

ジ
l
が
自
身
に
よ
り
『
名
高
き
人
々
を
い
ざ
称
え
ん
』
と
い
う
一
冊
の

(
9
)
 

書
物
に
ま
と
め
、
四
一
年
に
刊
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
だ

が
刊
行
当
初
、
こ
の
書
物
は
写
真
批
評
家
た
ち
か
ら
の
反
響
を
呼
ば
な

い
で
い
た
。
そ
れ
が
熱
狂
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
評
画
さ
れ
た
の
は
、
六

O
年
の
再
版
に
際
し
て
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
一
章
記
録
の
眼
差
し

一
ー
一
時
代
の
眼
差
し
と
エ
ヴ
ア
ン
ズ

E
.
ル
l
シ
l
-
ス
ミ
ス
は
「
三

0
年
代
の
抽
象
美
術
が
第
二
次
世
界



大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
絵
画
と
彫
刻
に
成
長
す
べ
き
場
所
を
与
え
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
中
心
的
に
み
え
る
の
は

(
叩
)

具
象
的
作
品
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
美
術
の
三

0
年
代

は
、
具
象
的
作
品
の
時
代
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

プ

レ

シ

グ

ヨ

ユ

ス

ト

こ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
一
九
二

0
年
代
の
「
精
密
主
義
者
」
た
ち
に
引
き

続
き
、
写
真
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。
機
械
等
の
産
業
的
な
主
題
を

絵
画
と
写
真
と
の
両
者
で
作
品
に
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
ラ
l
は
、
そ

の
端
的
な
例
で
あ
る
。

リ
ー
グ
ヨ
ナ
リ
ズ
ゐ

そ
し
て
同
時
に
、
三

0
年
代
は
「
地
方
主
義
」
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ

リ
ー
グ
ヨ
ナ
リ
ズ
&

れ
ま
で
リ
ア
リ
ズ
ム
や
地
方
主
義
の
議
論
は
画
家
や
彫
刻
家
な
ど
を
対

象
に
し
写
真
家
は
考
慮
の
外
に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
た
が
、
写
真
家

た
ち
も
こ
の
時
代
の
潮
流
と
無
関
係
に
生
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
殊

に
冨
〉
の
写
真
家
た
ち
は
農
業
の
記
録
の
為
に
地
方
各
地
に
派
遣
さ
れ

た
事
情
も
相
ま
っ
て
、
地
方
の
写
真
を
多
く
も
た
ら
し
た
。
特
に
エ
ヴ

ア
ン
ズ
は
そ
も
そ
も
が
南
部
の
風
土
、
土
着
性
に
強
く
魅
了
さ
れ
て
お

〈
日
)

り
、
南
部
を
特
別
な
場
所
と
見
な
し
て
い
た
。
エ
イ
ジ
l
に
誘
わ
れ
た

ヂ
4
l
プ
・
サ
ウ
ス

エ
ヴ
ア
ン
ズ
が
ア
ラ
パ
マ
と
い
う
深
南
部
の
地
へ
と
赴
い
た
こ
と
の
意

義
は
、
こ
う
し
た
諸
要
素
を
総
合
的
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「《リ
l
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
》
の
絵
画
と
、
賛
美
的
と
い
う
よ
り
は
批
判

的
で
、
農
村
で
は
な
く
都
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
《
社
会
的
リ
ア
リ
ズ

(ロ)

ム
》
と
は
、
明
確
に
区
別
さ
れ
る
」
。
し
か
し
『
名
高
き
人
々
を
い
ざ

リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ス
テ
一
4
ヲ
タ

称
え
ん
』
の
写
真
が
南
部
の
農
家
に
取
材
し
た
地
方
主
義
的
作
品
と
、
取

材
と
は
無
関
係
な
都
市
の
写
真
の
両
方
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考

慮
す
る
時
、
こ
の
記
述
に
あ
る
《
リ
l
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
》
と
《
社
会
的

リ
ア
リ
ズ
ム
》
の
双
方
の
影
を
エ
ヴ
ァ
ン
ス
に
見
出
す
こ
と
も
出
来
よ

'勺
J

。
一
l
ニ
.
「
ア
ニ

l
・
メ
イ
・
パ
ロ
ウ
ズ
」
の
肖
像
(
一
)
|
|
記
録
の

眼
差
し
か
ら

エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
写
真
は
、
大
型
カ
メ
ラ
の
高
度
な
再
現
性
を
特
徴
と

し
た
細
密
な
描
写
力
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
「
細
部
」
へ
の
眼
差
し
を
語

る
こ
と
無
し
に
、
こ
の
写
真
家
の
写
真
を
読
解
す
る
の
は
難
し
い
。
そ

し
て
時
代
は
リ
ア
リ
ズ
ム
の
時
代
で
あ
っ
た
。
「
ア
ニ

l
・
メ
イ
・
パ
ロ

ウ
ズ
」
の
写
真
も
、
顔
の
織
の
一
本
一
本
、
背
景
の
板
壁
の
木
目
一
つ

一
つ
ま
で
を
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
写
真
は
、
ヨ
〉
歴
史
部
局
の
「
記

録
」
と
い
う
最
大
の
目
的
に
も
適
う
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。
小
作
農

婦
の
上
半
身
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
こ
こ
ま
で
克

明
な
描
写
力
は
、
実
は
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
時
代
や

a〉
と
い
う
政
治

の
要
請
で
あ
っ
た
よ
う
で
い
な
が
ら
、
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
と
い
う

〈
記
録
性
〉
(
に
よ
る
説
得
)
を
担
う
写
真
の
文
脈
で
言
え
ば
、
異
端
で

す
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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動
的
で
力
強
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
写
真
を
撮
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
の
は
、
一
九
二

0
年
代
の
カ
メ
ラ
機
材
の
発
達
と
い
う
技
術
的
条

件
が
整
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
ま
ず
、
ソ
ル
ン
ト
ン
レ
フ
、
グ
ラ



コ
ダ
ッ
ク
レ
・
フ
、
メ
ン
ト
l
ル
レ
フ
等
の
小
型
の
携
帯

用
ハ
ン
ド
カ
メ
ラ
が
奥
隆
し
、
エ
ル
マ
ノ
ッ
ク
ス
等
へ
と
一
層
の
改
良

を
見
た
。
更
に
、
機
動
性
が
格
段
に
増
し
た
こ
と
と
と
口
径
が
広
が
り

光
の
透
過
量
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
以
前
は
難
し
か
っ
た
フ
ラ
ッ

シ
ュ
無
し
の
暗
所
で
の
撮
影
も
可
能
に
な
り
、
新
し
い
対
象
の
撮
影
、
新

し
い
切
り
口
に
よ
る
撮
影
方
法
が
開
か
れ
た
の
だ
っ
た
。
光
や
ア
ン
グ

ル
の
劇
的
な
効
果
、
新
し
い
対
象
の
劇
的
な
シ

l
ン
を
探
求
す
る
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
写
真
家
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
技
術
革
新
の
成
果
は

渡
り
に
船
で
あ
っ
た
。

こ
の
技
術
発
展
の
延
長
上
に
あ
っ
て
、
エ
ヴ
ア
ン
ズ
が
三
脚
に
固
定

し
た
大
型
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
こ
と
に
固
執
し
た
こ
と
は
、
彼
自
身
の

反
論
に
も
関
わ
ら
ず
彼
を
寸
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
」
と
し
て
考
察
す

る
限
り
で
は
、
時
代
遅
れ
の
選
択
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詔
一
〉
の

写
真
家
た
ち
、
ド
ロ
シ
ア
・
ラ
ン
グ
や
パ

l
ク
・
ホ
ワ
イ
ト
、
ア
l
サ
l
・

ロ
ス
タ
イ
ン
等
の
動
き
の
あ
る
シ
ョ
ッ
ト
、
高
低
か
ら
の
シ
ョ
ッ
ト
、
対

象
に
大
胆
に
接
近
し
た
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
中
に
あ
っ
て
、
エ
ヴ
ア
ン

ズ
の
写
真
は
一
定
の
方
向
へ
と
導
く
読
解
の
糸
が
明
確
で
は
な
い
。
し

か
し
実
は
、
繰
り
返
し
エ
ヴ
ア
ン
ズ
が
自
己
の
写
真
を
「
純
粋
記
録
」
と

称
し
て
い
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
細
部
ま
で
も
と
ら
え
る
〈
記
録
〉
と

(
日
}

い
う
意
で
は
、
彼
の
選
択
は
〈
記
録
〉
に
適
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

〈
記
録
〉
と
は
、
写
真
に
関
し
て
言
え
ば
、
定
義
の
困
難
な
語
で
あ
る
。

写
真
は
写
真
家
が
し
つ
ら
え
た
も
の
で
あ
れ
自
然
に
あ
る
も
の
で
あ
れ
、

フ
レ
ッ
ク
ス
、

カ
メ
ラ
の
前
に
現
実
に
存
在
す
る
も
の
し
か
写
さ
な
い
。
い
か
な
る
も

の
で
あ
れ
写
真
と
は
即
ち
記
録
で
あ
る
、
と
い
う
議
論
す
ら
も
成
り
立

ち
う
る
の
が
、
写
真
と
い
う
媒
体
な
の
で
あ
る
。
ヨ
〉
歴
史
部
局
の
掲
げ

た
大
規
模
な
地
域
に
及
ぶ
ア
メ
リ
カ
農
村
の
〈
記
録
〉
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、
細
部
ま
で
の
克
明
な
〈
記
録
〉
を
謡
う
同
時
代
の
リ
ア
リ
ズ

ム
絵
画
の
流
れ
と
同
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
明
日
芸
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
内
実
は
、
絵
画
の
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
ス
ト
ラ

イ
カ

l
は
目
的
と
し
て
〈
記
録
〉
を
前
面
に
打
ち
出
し
つ
つ
も
、
そ
の

〈
記
録
〉
と
は
、
農
業
へ
税
金
投
入
す
る
こ
と
を
国
民
に
合
意
さ
せ
る
と

い
う
政
治
的
最
終
目
的
に
奉
仕
す
る
た
め
の
〈
記
録
〉
、
国
民
を
動
員
す

る
た
め
の
〈
記
録
〉
、
救
う
べ
き
農
民
の
惨
状
の
〈
記
録
〉
、
貧
困
と
雄
々

し
く
闘
う
名
も
無
き
ア
メ
リ
カ
の
英
雄
た
ち
の
〈
記
録
〉
で
あ
っ
た
。
そ

う
し
た
政
治
的
意
図
を
無
視
し
た
「
唆
昧
な
」
、
そ
れ
故
に
「
無
意
味
な
」

エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
写
真
が
、
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
を
激
怒
さ
せ
た
の
は
一
一
百
う
ま
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で
も
な
い
。

エ
ヴ
ア
ン
ズ
自
身
は
、
自
分
の
写
真
を
「
純
粋
記
録
」
と
呼
ぶ
と
共

に
、
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
ス
タ
イ
ル
」
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ス
ト
ラ
イ
カ
l
や
世
間
が
押
し
付
け
て
く
る
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ス
ト
」
と
い
う
使
命
と
評
価
を
か
わ
す
。
エ
ヴ
ア
ン
ズ
は
、
「
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
」
を
不
明
確
で
誤
解
を
生
む
語
で
あ
る
と
し
て
退
け
、
述

べ
て
い
る
。
「
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
は
使
用
目
的
が
あ
る
が
、
他
方
、

(
は
)

ア
l
ト
に
は
使
い
道
は
全
く
無
い
」
、
と
。



美
術
館
制
度
と
写
真

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
と
写
真

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
の
、
ア
メ
リ
カ
芸
術
界
に
お
け
る
位
置

付
け
に
は
、
特
に
写
真
に
関
し
て
き
守
え
ば
歴
史
的
に
絶
大
な
価
値
が
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
写
真
を
主
導
す
る
言
説
を
強
力
に
生
み
出
し

て
い
っ
た
の
が
、
当
美
術
館
の
写
真
部
局
の
歴
代
部
局
長
た
ち
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
開
催
す
る
写
真
展
の
数
々
、
写
真
批
評
の
数
々

が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
写
真
の
基
準
を
作
り
出
し
て
い
く
磁
場
を
創

造
し
た
。
他
方
で
グ
ラ
フ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
映
像
構
成
の
実
際
的

処
理
に
大
き
く
影
響
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
「
言
葉
」

に
よ
っ
て
写
真
を
評
定
し
よ
う
と
い
う
試
み
、
新
し
く
出
現
し
た
種
類

の
写
真
を
評
価
す
る
と
い
う
仕
事
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
美

術
館
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
は
そ
う
し

た
仕
事
の
先
端
を
走
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
写
真
と
い
う
近

代
の
産
物
が
「
美
術
」
と
し
て
認
知
さ
れ
美
術
館
の
収
蔵
・
研
究
の
対

象
と
な
る
に
当
た
り
、
近
・
現
代
を
対
象
と
す
る
当
美
術
館
が
果
た
し

た
役
割
は
、
他
の
美
術
館
に
比
べ
よ
う
も
な
い
。

第
二
章

一一|
0
.

一-BI--
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
「
写
真
部
局
」
設
立
の
経
緯

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
は
、
一
九
二
九
年
、
大
恐
慌
か
ら
わ
ず

か
十
日
後
に
当
美
術
館
設
立
委
員
会
の
依
頼
に
よ
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
フ

オ
ツ
グ
・
ア

l
ト
美
術
館
副
館
長
で
あ
っ
た
ポ

l
ル
・
ジ
ョ
セ
フ
・
サ

ッ
シ
ュ
が
推
薦
し
た
、
当
時
ま
だ
二
七
歳
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
パ

l
-
K
.

を
館
長
に
迎
え
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
美
術
館
設
立
者
と
し
て
、
三
人
の

女
性
の
美
術
愛
好
家
が
名
を
連
ね
た
。

J
.
P
.
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
夫
人

の
ア
ビ

l
-
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
コ
!
ネ
リ
ウ
ス
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
、
そ

し
て
リ
リ
1
・
ブ
リ
ス
で
あ
る
。
近
代
美
術
館
と
し
て
二

O
世
紀
の
芸

術
作
品
の
収
集
と
研
究
と
に
努
め
る
こ
の
美
術
館
は
、
そ
の
設
立
当
初

か
ら
「
写
真
」
も
そ
の
対
象
と
し
て
射
程
に
入
れ
て
い
た
も
の
の
、
実

際
の
写
真
の
収
集
や
展
示
会
の
開
催
は
暫
く
の
問
、
細
々
と
絵
画
等
の

他
芸
術
と
の
関
連
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
小
規
模
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
。
そ
の
主
な
成
功
例
と
し
て
「
ア
メ
リ
カ
画
家
と
写
真
家
た
ち
に

よ
る
壁
画
」
展
(
三
二
年
)
、
「
キ
ュ
ビ
ズ
ム
と
抽
象
芸
術
」
展
(
三
六
l

三
七
年
)
、
そ
し
て
「
写
真
一
八
三
八
年
か
ら
一
九
三
七
年
」
展
(
三

七
年
)
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ウ
ォ

l
カ
l
・
エ
ヴ
ア
ン
ズ
は
三
三
年
、
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の
ア
メ
リ
カ
建
築
物
を
記
録
し
た
写
真
に
よ
る
調

査
結
果
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
で
発
表
す
る
機
会
を
得
て
い
る
。

美
術
館
設
立
当
初
か
ら
顧
慮
さ
れ
て
き
た
写
真
の
美
術
館
へ
の
取
り

込
み
が
現
実
に
果
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
い
く
つ

(
日
)

か
の
企
画
を
経
た
一
九
四

O
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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二
ー
ニ
.
「
ア
ニ

i
・
メ
イ
・
バ
ロ
ウ
ズ
」
の
肖
像
(
ニ
)
|
|
「
ア
メ

リ
カ
ン
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ス
」
に
お
け
る



ヨ
〉
に
帰
属
す
る
写
真
は
、
世
論
を
動
員
す
べ
く
広
く
流
布
さ
せ
る
と

い
う
意
図
の
下
、
ス
ト
ラ
イ
カ

l
の
巧
み
な
戦
略
に
よ
り
掲
載
料
や
使

用
料
が
無
料
で
あ
っ
た
た
め
雑
誌
や
新
聞
を
介
し
て
国
民
の
目
に
し
ば

し
ば
繰
り
返
し
刷
り
込
ま
れ
た
。
「
ア
ニ

1
・
メ
イ
・
パ
ロ
ウ
ズ
」
の
写

真
も
最
も
有
名
な
イ
コ
ン
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ヨ
〉
の
記
録

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
写
真
と
い
う
枠
組
み
の
下
で
開
催
さ
れ
た
写
真
展
と
写

真
集
は
、
成
功
を
収
め
て
い
る
。

し
か
し
、
「
ア
ニ

l
・
メ
イ
・
パ
ロ
ウ
ズ
」
の
肖
像
を
含
ん
だ
ウ
ォ

l

カ
l
・
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ス
」
展
は
、
こ

う
し
た
展
示
会
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ォ
ト
、
グ
ラ
フ

ス
」
は
、
一
九
三
八
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
が
写
真
家
の
個

展
と
し
て
初
め
て
開
催
し
た
写
真
展
で
あ
る
。
美
術
館
は
、
公
と
個
の

せ
め
ぎ
合
い
の
場
で
あ
る
。
美
術
館
は
作
家
の
主
張
す
る
作
品
世
界
を

尊
重
し
つ
つ
も
、
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
(
啓

蒙
、
美
術
界
に
お
け
る
価
値
等
)
を
顧
慮
す
る
。
よ
っ
て
認
〉
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
い
う
公
共
的
な
背
景
上
で
理
解
さ
れ
て
き
た
「
ア
ニ

l
・
メ

イ
・
パ
ロ
ウ
ズ
」
の
写
真
は
、
美
術
館
に
展
示
さ
れ
る
こ
と
で
一
層
、
公

共
の
利
に
供
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
エ
ヴ
ア

ン
ズ
は
他
者
の
介
入
を
非
常
に
嫌
う
写
真
家
で
、
こ
の
写
真
展
で
も
キ

ュ
レ

l
タ
!
や
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
指
示
を
拒
否
し
、
展
示
に
関
し
て
は

自
身
が
作
品
順
を
決
定
し
、
自
身
の
手
で
並
べ
か
え
て
し
ま
っ
た
。

だ
が
、
私
的
領
域
に
こ
も
り
が
ち
な
写
真
家
の
目
を
(
し
ば
し
ば
暴

力
的
に
)
公
へ
と
見
聞
か
せ
る
美
術
館
に
よ
る
写
真
展
と
い
う
形
式
を

捨
て
な
い
意
味
が
エ
ヴ
ア
ン
ズ
に
は
あ
っ
た
。
こ
の
写
真
展
が
写
真
家

自
身
に
と
っ
て
も
写
真
史
上
に
お
い
て
も
記
念
碑
的
な
も
の
と
な
っ
た

の
は
、
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
眼
差
し
が
「
公
共
」
へ
の
眼
差
し
に
裏
打
ち
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
「
ア
メ
リ
カ
ン
(
ア
メ
リ
カ
的
な
る
も
の
こ
と

は
、
専
ら
写
真
家
個
人
に
属
す
る
眼
差
し
で
は
な
く
、
他
者
に
聞
か
れ

た
、
他
者
の
同
意
を
要
す
る
極
め
て
「
公
共
的
」
な
、
ア
メ
リ
カ
と
は

何
か
と
い
う
国
家
観
に
関
わ
る
公
的
問
題
以
外
の
も
の
で
あ
り
え
な
か

っ
た
。
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ス
」
の
成
否

ア
メ
リ
カ
国
民
そ
の
も
の
に
か
か
っ
て
い
た

のは
で、

あ広
る百く
。---，

公
共
しー
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し
か
し
な
が
ら
個
展
の
為
に
条
件
付
で
美
術
館
に
作
品
を
提
供
し
た

エ
ヴ
ア
ン
ズ
が
、
全
く
他
者
に
介
入
さ
れ
な
い
完
全
な
る
自
身
の
選
択

に
よ
る
作
品
の
提
示
を
追
求
し
た
の
も
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

れ
故
に
彼
は
写
真
展
と
同
時
に
、
し
か
し
写
真
展
カ
タ
ロ
グ
と
は
異
な

る
別
個
の
自
立
的
な
写
真
集
と
い
う
か
た
ち
で
、
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ス
』
を
出
版
し
た
の
だ
っ
た
。

写
真
集
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ス
』
の
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
に

お
い
て
「
ア
ニ

l
・
メ
イ
・
パ
ロ
ウ
ズ
」
の
肖
像
が
い
か
な
る
意
味
を

有
し
て
い
た
か
に
関
し
て
こ
こ
で
は
論
じ
る
い
と
ま
が
無
い
が
、
沼
町
〉
的

文
脈
か
ら
苦
悩
の
表
情
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
る
こ

の
彼
女
の
表
情
は
、
実
際
は
そ
の
細
部
の
読
解
の
「
暖
昧
さ
」
故
に
我
々



の
記
壊
に
残
る
も
の
と
な
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
お
こ
う
。

写
真
に
撮
ら
れ
る
こ
と
故
の
は
に
か
み
か
と
ま
ど
い
か
、
そ
れ
と
も
つ

や
の
無
い
髪
と
硬
い
皮
膚
に
刻
ま
れ
た
織
が
象
徴
す
る
苦
労
人
故
の
世

間
へ
の
無
関
心
か
、
写
真
家
が
切
断
し
た
世
界
の
一
瞬
は
、
「
苦
悩
」
と

い
う
大
恐
慌
時
代
の
記
号
に
還
元
不
能
な
、
読
解
の
政
治
性
か
ら
遠
く

{
四
)

逃
れ
る
、
む
し
ろ
「
空
虚
な
記
号
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
し
か
な
い
。
そ

し
て
そ
れ
は
、
画
家
グ
ラ
ン
ト
・
ウ
ッ
ド
の
あ
る
作
品
の
男
の
空
虚
な

眼
差
し
と
暖
昧
な
表
情
を
思
わ
せ
る
。
「
(
ウ
ッ
ド
の
一
九
三

O
年
の
作

品
)
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ゴ
シ
ッ
ク
』
は
、
モ
ナ
・
リ
ザ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

く
ら
い
し
ば
し
ば
滑
稽
に
も
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
今
日
な
お
強
力

な
イ
コ
ン
で
、
中
西
部
開
拓
者
の
態
度
と
価
値
を
要
約
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
風
刺
な
の
か
、
賞
賛
な
の
か
。
こ
の
点
が
暖
昧
で
あ
る
こ

(
初
)

と
こ
そ
そ
の
持
続
す
る
魅
力
の
要
素
で
あ
る
。
」

写
真
集
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ス
』
に
お
け
る
「
ア
ニ

l
・

メ
イ
・
パ
ロ
ウ
ズ
」
の
強
度
は
、
そ
の
徹
底
的
な
「
空
虚
さ
」
「
空
疎
さ
」

に
あ
る
。

第
三
章
記
憶
の
眼
差
し

三
|
0
.
記
憶
の
方
ヘ

し
か
し
エ
ヴ
ア
ン
ズ
は
、
「
ア
ニ

l
・
メ
イ
・
パ
ロ
ウ
ズ
」
を
「
空
疎

な
記
号
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
逃
れ
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
彼
女
の
写
真

を
写
真
家
自
身
の
記
憶
の
領
域
へ
と
手
繰
り
寄
せ
て
も
い
る
。
エ
ヴ
ア

ン
ズ
は
、
同
一
の
写
真
に
自
ら
二
つ
の
文
脈
を
与
え
、
複
数
の
読
解
可

能
性
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ひ
と
つ
が
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ス
』
の
、
い
ま
ひ
と
つ
が
『
名
高
き
人
々
を
い
ざ
称
え
ん
』
の

文
脈
で
あ
る
。
エ
ヴ
ア
ン
ズ
は
、
小
作
農
家
と
写
真
家
と
し
て
の
自
己

の
私
的
交
わ
り
の
手
触
り
を
隠
さ
な
い
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
あ
っ

て
は
、
写
真
家
は
眼
球
に
な
り
き
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
が
あ
り

(
幻
)
、
被
写
体
が
写
真
家
を
み
つ
め
る
こ
と
は
写
真
の
強
度
を
そ
ぐ
負
の

要
素
と
し
て
見
な
さ
れ
て
き
た
伝
統
に
あ
っ
て
、
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
被
写

体
た
ち
は
写
真
家
を
見
つ
め
返
し
て
い
る
。
『
名
高
き
人
々
を
い
ざ
称
え

ん
』
に
お
い
て
写
真
家
は
、
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ス
』
で
は

毛
皮
の
女
や
自
動
車
の
疾
走
す
る
街
路
、
破
れ
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
都

会
の
諸
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
宙
吊
り
に
さ
れ
て
い
た
「
ア
ニ

l
・
メ
イ
・
パ

ロ
ウ
ズ
」
の
写
真
を
、
ア
ラ
パ
マ
の
小
作
農
家
の
生
活
の
記
録
と
い
う

写
真
が
撮
ら
れ
た
元
の
文
脈
に
返
し
、
共
に
し
た
彼
ら
と
の
短
い
生
活

の
記
龍
の
手
触
り
を
隠
し
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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三
l
一
.
『
名
高
き
人
々
を
い
ざ
称
え
ん
』
の
評
栖

『
名
高
き
人
々
を
い
ざ
称
え
ん
』
は
、
写
真
史
に
お
い
て
は
実
際
の
取

材
に
基
づ
く
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
司
ω〉
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
た
同
時
代
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
パ
ー
ク
・
ホ
ワ
イ

ト
も
『
あ
な
た
は
彼
ら
の
顔
を
見
た
』
と
い
う
文
章
と
写
真
か
ら
な
る
、
(
沼
)

南
部
の
小
作
人
の
家
族
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
仕
事
を
残
し
て
い
る
。



こ
の
時
代
は
大
恐
慌
の
時
代
で
も
あ
り
、
美
術
に
お
い
て
は
写
実
主
義

の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
エ
ヴ
ア
ン
ズ
や
パ

l
ク
・
ホ
ワ
イ
ト
が
「
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
〈
記
録
〉
に
よ
る
報
告
と
い
う
形
式
に
注
目
し

た
の
に
は
、
こ
の
時
代
性
が
無
関
係
と
は
言
え
ま
い
。

と
こ
ろ
で
『
名
高
き
人
々
を
い
ざ
称
え
ん
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
無

名
の
人
々
、
そ
の
中
で
も
貧
困
や
社
会
的
差
別
な
ど
に
「
苦
し
む
人
々
」

を
、
苦
悩
に
立
ち
向
か
う
偉
大
な
人
間
と
し
て
英
雄
的
に
と
ら
え
る
手

法
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
手
法
は
、
例
え
ば
小
作
人
の
厳
し
い
顔
つ

き
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
パ

i
ク
・
ホ
ワ
イ
ト
ゃ
、
ド
ロ
シ
ア
・
ラ

ン
グ
の
「
移
住
労
働
者
の
母
」
等
の
同
時
代
的
写
真
に
も
用
い
ら
れ
た

も
の
で
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
最
底
辺
の
者
を
転
倒
に
よ
り
高
い
位

置
に
高
め
る
戦
略
で
あ
る
。
し
か
し
『
名
高
き
人
々
を
い
ざ
称
え
ん
』
に

お
い
て
写
真
家
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
裏
切
る
が
ご
と
く
に
、
人
々
の

空
虚
な
眼
差
し
を
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
特
異
性
」
に
、
同

時
代
の
パ

l
ク
ホ
ワ
イ
ト
ら
の
成
功
と
裏
腹
に
、
『
名
高
き
人
々
を
い
ざ

称
え
ん
』
が
不
評
だ
っ
た
こ
と
の
要
因
が
あ
る
だ
ろ
う
。

次
い
で
、
そ
の
「
特
異
性
」
を
評
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
エ
イ
ジ

l
の
文
章
は
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
事
実
の
記
録

と
い
う
よ
り
は
演
劇
的
構
成
を
組
ん
だ
文
学
的
色
彩
の
濃
い
も
の
だ
っ

た
。
先
の
パ

l
ク
・
ホ
ワ
イ
ト
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
が
「
イ
ン
タ
ヴ
ュ
!

と
小
作
農
制
度
の
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
に
基
づ
く
、
比
較
的
控
え
め

(
お
)

な
文
章
」
で
あ
っ
た
の
と
比
べ
る
ま
で
も
な
く
、
ェ
イ
ジ

l
の
文
章
を

記
録
報
告
と
評
価
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
そ
し
て
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
写

真
は
、
「
ア
ニ

1
・
メ
イ
・
パ
ロ
ウ
ズ
」
の
写
真
も
含
め
て
当
然
小
作
農

民
の
姿
や
生
活
を
取
材
し
た
写
真
が
数
多
い
の
だ
が
、
後
半
の
写
真
に

至
つ
て
は
主
に
都
市
部
の
ス
ト
リ
ー
ト
や
工
場
地
帯
を
切
り
取
っ
た
写

真
な
ど
、
明
ら
か
に
取
材
に
よ
っ
て
得
た
記
録
写
真
と
は
無
関
係
の
写

真
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
写
真
の
質
に
関
し
て
も
、
当

時
の
認
〉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
写
真
群
が
、
ス
ト
ラ
イ
カ

l
の
強
硬
な
指

示
に
よ
り
窮
状
を
強
調
的
に
克
明
に
と
ら
え
た
イ
メ
ー
ジ
、
或
い
は
苦

悩
し
つ
つ
も
闘
う
人
々
の
英
雄
的
イ
メ
ー
ジ
で
観
者
に
感
情
移
入
さ
せ

よ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
貧
し
い
小

(
刷
出
)

作
農
民
と
彼
ら
の
所
有
物
の
ほ
と
ん
ど
詩
的
と
も
言
え
る
イ
メ
ー
ジ
」

で
あ
っ
た
。
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
写
真
の
異
質
性
は
、
一
部
に
は
、
大
型
カ

メ
ラ
を
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
が
扱
う
べ
き
と
さ
れ
た
対
象
(
「
社
会

問
題
」
)
に
差
し
向
け
た
と
い
う
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
。
機
動
性
に

富
み
扱
い
や
す
い
高
性
能
の
小
型
携
帯
カ
メ
ラ
が
開
発
さ
れ
て
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
の
撮
影
に
適
し
た
カ
メ
ラ
と
し
て
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い

た
の
に
対
し
て
、
殊
更
に
エ
ヴ
ア
ン
ズ
が
大
型
カ
メ
ラ
を
用
い
た
こ
と

の
意
義
は
見
落
と
し
て
は
な
る
ま
い
。
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三
ー
ニ
.
「
ア
ニ

l
・
メ
イ
・
パ
ロ
ウ
ズ
」
の
肖
像

2

3

|

|

『
名
高

き
人
々
を
い
ざ
称
え
ん
』
に
お
け
る

『
名
高
き
人
々
を
い
ざ
称
え
ん
』
の
写
真
は
、
ア
ラ
パ
マ
の
小
作
農
家



と
過
ご
し
た
日
々
の
中
で
撮
影
さ
れ
た
前
半
の
写
真
と
、
後
半
の
取
材

と
は
無
関
係
の
都
市
の
写
真
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
半
の
写
真
の
出
だ
し
す
ぐ
に
、
「
ア
ニ
!
・
メ
イ
・
パ
ロ
ウ
ズ
」
は
、

一
人
の
農
夫

(
図
版
三
)
と
並
ん
で
配
置
さ
れ
て
い
る
。
居
間
に
刻
ま

れ
た
深
い
織
、
真
一
文
字
に
結
ぼ
れ
た
口
元
、
細
め
ら
れ
た
目
、
質
素

な
身
な
り
と
い
う
共
通
要
素
の
た
め
、
二
枚
の
写
真
は
同
質
の
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
の
は
四
方
板
張
り
の
質
素
な
室
内

で
唯

一
の
家
具
と
も
言
え
る
ベ
ッ
ド
あ
る
。
そ
れ
に
農
家
の
全
景
、
そ

の
子
供
た
ち
、
慎
ま
し
や
か
な
室
内
の
写
真
が
続
く
。
取
材
す
べ
き
農

作
業
風
景
と
呼
び
う
る
作
品
は
数
も
少
な
く
、
雄
々
し
い
英
雄
ど
こ
ろ

(図版三)

(図版四)
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か
力
な
い
イ
メ
ー
ジ
で
、
強
調
さ
れ
て
も
い
な
い
。
た
だ
高
度
な
描
写

力
に
よ
り
、
そ
の
手
触
り
ま
で
を
我
々
の
目
が
辿
り
得
る
ほ
ど
の
細
部

が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

前
半
最
後
か
ら
二
枚
目
の
写
真
で
、
エ
ヴ
ア
ン
ズ
は

〈記
憶
〉
の
手

触
り
の
決
定
的
な
証
拠
を
残
し
た
。
ア
ラ
バ
マ
の
農
民
た
ち
と
共
に
し

た
短
い
暮
ら
し
の
な
か
で
自
身
が
撮
っ
た
一
一
枚
の
「
写
真
を
写
真
に
」
撮

影
し
た
の
で
あ
る
(
図
版
四
)。

写
真
家
の
意
図
が
小
作
農
家
を
-記
録
す

る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
写
真
の
写
真
」
と
い
う
「
い
れ
こ
構
造
」

は
記
録
の
「
直
接
性
」
と
い
う
、
写
真
の
記
録
的
価
値
の
最
大
の
売
り

を
台
無
し
に
す
る
構
造
で
し
か
な
い
。

つ
ま
り
こ
の
写
真
は
、
記
録
よ



り
記
憶
に
負
っ
た
写
真
、
写
真
そ
の
も
の
が
記
憶
と
し
て
あ
る
写
真
H

記
憶
な
の
で
あ
る
。
「
い
れ
こ
構
造
」
は
、
写
真
家
が
〈
記
録
〉
か
ら
〈
記

憶
〉
へ
と
自
ら
を
差
し
向
け
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
そ
し
て
、
エ
ヴ

ア
ン
ズ
が
ア
ラ
バ
マ
の
地
を
去
る
写
真
が
続
く
。

後
半
は
、
小
作
農
家
の
取
材
と
は
無
関
係
な
寂
れ
た
街
路
や
潰
れ
た

商
底
、
車
道
に
並
ぶ
自
動
車
な
ど
の
都
市
写
真
で
、
一
部
、
写
真
集
『
ア

メ
リ
カ
ン
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ス
』
に
収
め
ら
れ
た
有
名
な
写
真
も
あ
る
。

し
か
し
そ
の
最
後
に
再
び
、
写
真
家
は
ア
ラ
バ
マ
の
地
で
撮
っ
た
写
真
、

そ
れ
も
奇
妙
な
写
真
を
配
置
す
る
。
砂
を
盛
っ
た
簡
素
な
墓
と
、
ひ
ょ

う
た
ん
の
掛
け
ら
れ
た
空
に
突
き
出
す
棒
の
写
真
で
あ
る
(
図
版
五
、

六
三
ひ
ょ
う
た
ん
は
、
前
半
の
写
真
の
、
農
家
の
室
内
の
壁
に
掛
け
ら

れ
て
い
た
手
作
り
の
簡
素
な
食
器
を
喚
起
さ
せ
る
。
墓
や
食
器
と
い
う
、

生
、
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
被
写
体
の
写
真
を
配
置
し
た

エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
身
振
り
は
、
我
々
を
ア
ラ
バ
マ
の
地
、
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の

記
憶
の
手
触
り
へ
と
赴
か
せ
る
の
で
あ
る
D

(図版五〉
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結
び
写
真
読
解
可
能
性
あ
る
い
は
写
宣
(
使
用
法

本
稿
は
、
一
枚
の
写
真
の
複
数
読
解
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
あ
る
小
作
農
婦
の
写
真
は
、
時
代
背
景
と
写
真
の

配
置
と
い
っ
た
文
脈
、
写
真
集
あ
る
い
は
写
真
そ
の
も
の
か
ら
の
読
み

に
よ
り
、
〈
記
録
〉
と
〈
記
憶
〉
と
い
う
こ
つ
の
読
解
可
能
性
の
は
ざ
ま

に
た
ゆ
た
っ
て
い
た
。
後
に
ア
メ
リ
カ
の
写
真
家
た
ち
は
次
第
に
〈
記

(図版六)



録
〉
か
ら
〈
記
憶
〉
へ
と
そ
の
拠
っ
て
た
つ
と
こ
ろ
を
シ
フ
ト
さ
せ
て

い
っ
た
と
い
う
仮
説
を
筆
者
は
抱
い
て
い
る
。
エ
ヴ
ア
ン
ズ
自
身
は
「
純

粋
記
録
」
、
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
ス
タ
イ
ル
」
等
と
い
う
〈
記
録
〉
に

纏
わ
る
言
葉
を
巧
み
に
操
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
こ
の
農
婦
の
肖
像
は

〈
記
録
〉
か
ら
〈
記
憶
〉
へ
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
を
予
兆
さ
せ

る
先
駆
け
と
も
い
う
べ
き
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実

際
、
エ
ヴ
ア
ン
ズ
は
、
ほ
ぽ
同
時
期
の
「
サ
ブ
ェ
イ
・
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」

シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
も
、
〈
記
録
〉
と
〈
記
憶
〉
と
い
う
こ
つ
の
問
題
系

に
よ
っ
て
複
数
の
読
解
可
能
性
を
付
そ
う
と
試
み
た
と
言
え
よ
う
。
そ

の
一
つ
は
、
「
乗
客
た
ち
」
と
い
う
未
完
に
終
わ
っ
た
構
想
、
い
ま
ひ
と

つ
は
写
真
集
『
多
く
の
も
の
が
呼
び
出
さ
れ
て
い
る
』
に
結
実
し
た
構

(
お
)

想
で
あ
っ
た
。

註(
1
〉
「
司
山
富
の
写
真
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
芸
術
家
の
失
業
救
済
と
い
っ
た
面
の

つ
よ
い
連
邦
美
術
計
画
の
よ
う
な
も
の
と
は
全
く
異
な
る
、
は
っ
き
り
と

し
た
目
的
意
識
に
支
え
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
」
〈
増
田
玲
「
ウ

ォ
l
カ
l
・
エ
ヴ
ア
ン
ズ
都
市
の
写
真
家
」
、
『
記
録
さ
れ
る
都
市
と
時

代
』
〈
洋
泉
社
、
一
九
九
四
)
二
ハ
二
l

一
六
三
頁
。
だ
が
、
エ
ヴ
ア
ン

ズ
の
よ
う
に
経
済
的
理
由
で
、
お
金
を
も
ら
い
写
真
を
撮
る
こ
と
の
で
き

る
絶
好
の
機
会
と
し
て
参
加
し
た
と
言
明
し
て
僚
ら
な
い
写
真
家
が
い
る

こ
と
も
明
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う

o
z
z
r由美
O
三

「

宣

言

g
sミ
s

shs苛
a
r
n号、
"
s
h
N岳
、
吉
富
持
ト

(
Z
自
宅
〈
grndMO
玄
5
2
g
o同豆
a
o
s

〉
H
F
S三)唱・

1
及
び
R
dそ

m
-
r
g
F
S
F
〈
笠
晋
加
〉
周
忌
曲
四
日
〉

JE昌明
nユ
吉
弘

EF明。白司司四回包
O田
君
主
回
号
目
的
富
島
自
由
円
明
。
同
時
F
O
C
Eぞ
oaE可
。
時
玄
FnFM加国同国
J

、
吉
岡
由
旬
、
§
守

b
s
h
《
附
言

aa-a-回
白
書
窓
口
昌

2
2
z
z・2
2
4
0司ru

s白
玄
g
m
g
s
a
玄白血
O
S
〉
H
r
s
g
司-
M
M
U
U
参
照
。
ま
た
、
同
M4
宅
〉
司
な
ど

の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
は
、

E
・
ル

I
シ
l
・
ス
ミ
ス
『
一
九

三
0
年
代
の
美
術
|
|
不
安
の
時
代
』
(
多
木
浩
二
・
持
田
季
未
子
訳
、
岩

波
書
底
、
一
九
八
七
)
二
七
五
l
二
八
三
頁
を
参
照
。

(
2
)
こ

の

点

に

関

し

て

は

と

g
d
s
z
g
g
a
-
均

S
R叫
RE句
λ
亘
雪
E
S

、
き
芯
旬
、
白
豆
町
吉
尋
問
h
a
h
h
z
q
q、
-h白
忌
向
宅
旬
、
-
A
Y
H
O

曹
司
白
智
、
号
室
h・

(
Z
O
示、

4
2
R
H
E
=
田昌弘巧曲目加
-
S∞
唱
・
)
[
ア
ラ
ン
・
ト
ラ
ク
デ
ン
バ
ー
グ
『
ア

メ
リ
カ
写
真
を
読
む
|
|
歴
史
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
』
生
井
英
考
・
石
井

康
史
訳
、
白
水
社
、
一
九
九
六
]
及
び

gs-RF(gwき、
~
S
R
E
S
N
r

h

唱白、町宮崎・(司回乱回日間金伸一
o
g
含
ω
富山
-
L
3
a・
)
[
ユ
ベ

l
ル
・
ダ
ミ
ッ
シ
ユ

『
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
|
|
舞
台
と
し
て
の
都
市
』
松
岡
新
一
郎
訳
、
青
土
社
、

一
九
九
八
]
及
び
拙
論
文
(
東
京
大
学
・
文
学
院
総
合
文
化
研
究
科
超
域
科

学
専
攻
(
表
象
文
化
論
コ

l
ス
)
修
士
論
文
)
「
ア
メ
リ
カ
現
代
写
真
に

お
け
る
「
社
会
的
風
景
」
の
誕
生
|
|
フ
リ
ー
ド
ラ
ン
ダ
l
、
ウ
ィ
ノ
グ

ラ
ン
ド
、
ド
ウ
ェ
イ
ン
・
マ
イ
ケ
ル
ス
を
通
し
て
」
の
議
論
を
参
照
の
こ
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と

(
3
)
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
写
真
と
は
、
如
何
な
る
写
真
を
指
す
の
で
あ
ろ



う
か
。
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
の
記
録
す
る
、
と
い
う
原
義
に
立
ち
返
れ
ば
、

何
を
対
象
に
し
如
何
に
撮
影
し
よ
う
と
も
そ
れ
は
即
ち
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
」
写
宮
円
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
写
真
研
究

に
お
け
る
一
定
の
共
通
認
識
と
し
て
、
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
写
真
と

は
「
社
会
的
な
喚
起
力
を
も
っ
映
像
」
(
ナ
オ
ミ
・
ロ

l
ゼ
ン
ブ
ラ
ム
『
写

真
の
歴
史
』
(
日
本
語
監
修
飯
沢
耕
太
郎
)
美
術
出
版
社
、
一
九
九
八
、

三
四
二
頁
)
で
あ
り
、
そ
の
写
真
が
社
会
的
な
使
用
(
世
論
の
誘
導
、
告

発
、
法
制
整
備
を
要
求
す
る
資
料
な
ど
と
し
て
の
使
用
〉
に
供
せ
ら
れ
う

る
写
真
、
広
義
に
は
芸
術
的
創
造
的
意
図
よ
り
も
現
実
を
記
録
す
る
こ
と

を
第
一
と
し
た
写
真
群
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
多
く
の
写
真
が
、
一

見
労
働
や
暮
ら
し
の
状
況
と
い
っ
た
社
会
的
な
主
題
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
で
も
、
そ
の
撮
影
者
の
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
複

合
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
分
類
す
る
の
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
は
再
度

強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
(
問
、
三
五
一
頁
)
。

(
4
)
そ
の
蹄
ジ
エ
イ
コ
ブ
・
リ
l
ス
を
そ
の
起
源
と
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
彼

は
写
真
の
固
有
性
に
は
無
自
覚
な
、
写
真
家
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
社
会
改
良
の
た
め
に
陛
論
を
動
か
す

カ
と
し
て
文
章
の
み
な
ら
ず
イ
メ
ー
ジ
を
採
用
す
る
こ
と
を
考
案
し
た
が
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
く
ま
で
文
章
を
補
強
す
べ
き
挿
絵
の
地
位
に
あ
っ
た

し
、
写
真
印
刷
技
術
が
未
発
達
で
あ
っ
た
た
め
、
写
真
そ
の
も
の
を
掲
載

す
る
こ
と
は
困
難
で
、
写
真
を
元
に
し
た
版
画
が
新
聞
や
雑
誌
の
紙
面
を

飾
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

(
5
〉
ハ
イ
ン
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
写
真
を
掲
載
す
る
な
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
劣

惑
な
労
働
環
境
の
証
拠
と
し
て
文
章
と
共
に
写
真
を
提
供
し
た
が
、
写
真

を
文
章
か
ら
自
立
さ
せ
た
試
み
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
挿
絵
の
役
割
以
上
の
自
立
し
た
力
を
写
真
に
見
出
し
て
い
た
。
特
に
、

児
童
労
働
委
員
会
の
活
動
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
一
九
一
六
年
に
は
「
児
童

労
働
法
」
を
議
会
に
提
出
す
べ
く
写
真
家
と
し
て
働
い
た
こ
と
に
注
目
す

べ
き
で
あ
る
。

(
6
)
ハ
イ
ン
も
二
二

0
年
代
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
希
望
の
象
徴
で
あ
る
エ
ン
パ

イ
ヤ
・
ス
テ
イ
ト
・
ビ
ル
に
魅
せ
ら
れ
た
一
人
と
な
り
、
三

O
年
か
ら
三

一
年
に
か
け
て
同
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
建
設
現
場
で
働
く
人
命
を
記
録
し
て

い
る
。
ハ
イ
ン
の
写
真
も
変
質
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
明
る
い
、
英
雄
的
な
働
く
人
キ
の
作
品
は
三
二
年
に
写
真
集
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
た
。
同
ゐ
呈
閣
当
・
呂
田
白
w
h
h
S
品
同
事

S
R持
勺

h
J
F

。S旬
、
さ
を
円
h
S
R州
民
間
同

口
、
吉
宮
崎
SJg
室
内
諸
島
冨
尚
喜
白
円
、

wsa-(Z白老
J
『

O
『山内
H
O
O〈白♂同唱凶一
N

・同日三回白色

昼間即
O
Z若
手
参
照
。

(
7
〉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
に
一
雇
一
わ
れ
た
写
真
家
は
、
ァ
l
サ

l
・
ロ
ス
ス
タ

イ
ン
、
ヵ
l
ル
・
マ
イ
ダ
ン
ス
、
ウ
ォ

l
カ
l
・
エ
ヴ
ア
ン
ズ
、
べ
ン
・

シ
ャ

l
ン
、
ド
ロ
シ
ア
・
ラ
ン
グ
で
あ
る
。

〈

8
)
エ
ヴ
ア
ン
ズ
は
沼
山
〉
に
他
の
写
真
家
と
異
な
る
特
異
な
立
場
で
参
加
し

て
い
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
個
展
や
写
真
集
で
既
に
得
て
い
た
評
価

の
た
め
に
他
の
写
真
家
よ
り
も
活
動
の
自
由
を
許
さ
れ
て
い
た
。
彼
自
身
、

ス
ト
ラ
イ
カ
l
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
彼
の
写
真
撮
影
の
指
示
を
ひ
ど
く

嫌
い
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
参
加
し
た
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

(
9
)
』
担
ヨ
町
田
〉
明
白
白
件
当
曲
目
青
白
叫
悶
〈
g
p
h同
h
q
h

』
〈
也
宅
、

sg司
、
言
S
S
ミ
2
・
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(
図
。
回
同

O
R
E
O
E田
E吉
田
玄
再
出

-
P
同
唱
会
・
)

〈叩
)
E
・ル

l
シ
l
・
ス
ミ
ス
、
前
掲
書
、
二
七
二
頁
。

(
日
)
エ
ヴ
ア
ン
ズ
は
し
ば
し
ば
ア
メ
リ
カ
南
部
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
i
性
に
強
い

関
心
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
南
部
へ
の
眼
差
し
は
、
写
真
集
『
ア

メ
リ
カ
ン
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ス
』
に
お
い
て
も
南
部
で
撮
影
さ
れ
た
写
真

が
多
い
と
い
う
こ
と
、
彼
の
生
地
が
南
部
で
あ
っ
た
こ
と
、
町
村
山
山
〉
写
真
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
彼
の
担
当
が
彼
の
希
望
ど
お
り
南
部
地
域
だ
っ
た
と
い
う

事
実
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

(ロ
)
E
ル
l
シ
l
・
ス
ミ
ス
、
前
掲
書
、
二
六
三
頁
。

(
日
)
「
純
粋
記
録
宮
司
自
8
8
a
」
に
関
し
て
は
、
前
掲
の
回
s
a
g
o
2
2
0
F
急
編
集

に
よ
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ

l
、
象
者
-
r
R
T
S
F
〈
佐
官
吉
岡
〉
『
丘
団
【
・
3

参
照
。
ま

た
、
こ
の
問
題
は
、
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
写
真
批
評
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る

「
非
人
称
性
」
「
超
越
性
(
文
字
通
り
の
事
実
の
描
写
以
上
の
何
も
の
か
に

な
る
こ
と
ご
と
い
う
概
念
と
同
時
に
議
論
出
来
よ
う
。
と
皇

、同

4
3
n
z
g
g
a
-
g
m
h
u、3
2
R
ミ
モ
ミ
持
冊
、
守
S
F
(因
。
田
吉
田
口
阿
国
前
向
言
問
。
口
問

。oz
g
g
官
D
g
q
〉
H
F
回
当
∞
)
官
官
-
M
品
l
N
U

飯
沢
耕
太
郎
『
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ

ァ
l
ズ
』
(
作
品
社
、
一
九
九
六
)
二

O
一
頁
等
、
参
照
の
こ
と
。

(は)同
b
国
巴
白
穴
旦
N
U
会
-
回
目
白
ヨ
芯
若
者
宮

F
d
f
-
-内
2
m
g盟国
wuwhミ
s
h軍
司
九
門
戸

(FhRnF

-
〉
宮
出
回
宙
吋
同
)
官
官
・
∞
吋
・

(
江
川
)
世
界
最
大
の
グ
ラ
フ
雑
誌
と
な
る
『
ラ
イ
フ
』
は
、
一
九
三
六
年
創
刊
。

創
刊
号
の
発
行
部
数
は
四
六
万
六
千
部
。

(
日
)
一
九
四

O
年
十
二
月
十
一
日
か
ら
一
九
四
一
年
一
月
十
二
日
に
か
け
て

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
収
蔵
六
十
枚
の
写
真
」
と
題
さ
れ
た
写

真
部
局
開
設
記
念
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の
写
真
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催
さ
れ
た
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し
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美
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ア
メ
リ
カ

圏
内
を
巡
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す
る
双
方
の
展
示
会
、
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
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図
書
室

の
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模
と
範
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拡
充
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及
び
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版
と
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に
よ
っ
て
、
写
真
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は
写
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己
の
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て
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ト
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の

ひ
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セ
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仕
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レ
l
タ
l
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現
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が
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れ
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る
0
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録
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ェ
ク
ト
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ロ
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ダ
性
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で
の
と
こ
ろ
大
い
に
指
摘
さ
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し
て
き
た

が
、
そ
の
一
方
で
、
京
区
プ
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ジ
ェ
ク
ト
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ブ
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ッ
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公

共
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へ
の
眼
差
し
を
関
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せ
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る
の
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当
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あ
ろ
う
。
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作
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述
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学
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究
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金
に
よ
る
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究
成
果
の
一
部
に
拠
る
も
の
で

あ
る
。




